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研究成果の概要（和文）：本研究は自発性の高い組織構成員が日常生活と未分離の認識で行う業務上規定されな
い活動を自発的非正規行動と定義し，構成員のこれに対する意欲と，人間関係要因，成果要因との関係を明らか
にすることを目的とした．調査の結果，次の知見を得た．(1)組織志向の自発的活動への意欲と組織コミットメ
ントの間に強い正の相関がある．(2)個人志向の自発的活動への意欲を構成する要因として「自己研鑽」「社外
の仕事への従事」「社会貢献」の3つの因子があり「社会貢献」のみ組織コミットメントと弱い正の相関があ
る．(3)組織志向の自発的活動の量と組織外部との交流の多さは正の相関があり，短期的なパフォーマンスと弱
い負の相関がある．

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarify the relationship among members' “
spontaneous activities for non-assigned work,”factors related to human relationships, and factors 
related to job performance. We conducted surveys and obtained several findings: (1)There is a strong
 positive correlation between willingness to engage in organization-oriented spontaneous activities 
and organizational commitment. (2)Three factors that constitute willingness to engage in 
individual-oriented spontaneous activities were extracted: "self-improvement," "engagement in 
outside work," and "social contribution. Only "social contribution" had a weak positive correlation 
with organizational commitment. (3)The amount of interaction with the outside members was positively
 correlated with the amount of organization-oriented spontaneous activities. Weak negative 
correlation was found between the amount of organization-oriented spontaneous  activities and 
short-term performance.

研究分野：知識経営，ヒューマンコンピュータインタラクション

キーワード： 自発的行動
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は従業員の自発的非正規行動を促したい，あるいはその有効性を知りたいマネージャーを支援することが
大きな目標である．自発的非正規行動を構成する要因を明らかにし，成果に関する要因との関係を示したこと
で，より解像度の高い議論を行うことが可能になると考えれる．また，組織志向の自発的活動と個人志向の自発
的活動の2分類を示したこと，行動ベースでの自発的非正規行動の量的把握を試みたことは学術的貢献であると
考える．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
組織の競争優位の獲得のため市場の変化に合わせた組織変革とイノベーションの創出が求め
られている．そのためにはトップダウンの施策実行のみならず，個々の従業員に内発的動機づけ
に基づく自発的行動を促しその成果を組織パフォーマンスに取り込むことが必要である．この
ような自発的行動は，組織市民行動(Organ et al., 2006)，プロアクティブ行動(Parker et al., 
2006)，経営革新促進行動(高石と古川, 2009)と いった概念で着目され，組織パフォーマンスへ 
の正の影響が議論されてきた． 
自発性の高い従業員は時に職務範囲を超え，長期的視点での組織への貢献と自己実現のため 
に，業務上規定されない活動を行う．これはしばしば本人の信念のもと，日常生活と未分離の認
識で継続的に行われる(一條と徳岡, 2007)．本研究ではこのような行動を自発的非正規行動と
定義した．先行研究では，パーソナリティをはじめとする個人要因が自発的非正規行動を促すこ
とが指摘されてきたが，他者との関係性をはじめとする環境要因についてはこれまで十分明ら
かになっていない． 
 
２．研究の目的 
従業員の自発的非正規行動の有効性を知りたいあるいは促したいマネージャーを支援するこ
とが大きな目標である．本研究の目的は大きく次の通りである． 
(1)従業員の自発的非正規行動の成果に関わる要因への影響を明らかにすること． 
(2)従業員の自発的非正規行動に正の影響を与える人間関係に関わる要因を明らかにすること． 
また本研究のチャレンジとして非正規行動を実証的かつ量的に捉えることを試みた．自発的
非正規行動は管理がされていないがゆえに，内容が多様であり，時間と場所に囚われず，また被
験者が申告を控える，あるいは申告時に回顧バイアスが生じることが予想される．よって，その
自然な姿を捉え，従事の程度を量的に測るために，質問紙調査苦に加え心理学分野で日常生活で
の体験の記録を行うために用いられる経験抽出法 (Csikszentmihalyi, 1977)を用いて回答を取
得する． 
 
３．研究の方法 
 研究は次のステップで実施した． 
(1)概念の整理 
まず先行研究のレビューと予備的インタビューを通じて，本研究を構成する主要な概念であ
る，自発的非正規行動，パフォーマンス，従業員の環境要因について理論的な整理を行い本研究
でフォーカスする概念の絞り込みを行った．その結果は以下の通りである． 
①まず，自発的非正規行動については，本来着目した組織のパフォーマンスを向上させるため
の自発的行動の他に，バウンダリーレス・キャリア(Arthur and Rousseau, 1996)，プロティア
ン・キャリア(Hall, 2004)といった新しいキャリア観を背景に，自律的なキャリア開発を目的と
したスキル開発活動や副業的な活動があることが明らかになった．そこで，自発的非正規行動を
前者に相当する組織の目的に沿ったシャドーワークなどの「組織志向の活動」と，後者に相当す
る個人の目的に沿った自己研鑽，副業，社会貢献などの「個人志向の活動」の大きく 2つに分類
した．後者は研究開始時に想定していた自発的非正規行動とは異なるが，終身雇用の前提の崩壊
と雇用の流動化，そしてオープンイノベーションを背景に，構成員のこれらの活動の成果と獲得
されたスキルを組織が取り込んでいくことが重要であると考え，本研究で扱う対象とした． 
②パフォーマンスに関しては集団・チームの成果には個人の要因以外の影響が大きいと考え，
個人の成果に関する変数のみに主に着目することとした．また仕事の進捗，売上や特許取得数と
いった直接的に組織の利益に関わる変数だけではなく，間接的な変数にも着目することとした．
具体的には，構成員のモチベーション，ワーク・エンゲージメント，組織コミットメントである． 
③人間関係要因については，チーム内外の相手との人間関係及びコミュニケーションに着目
した．コミュニケーションについてはフォーマル／インフォーマルおよび利用するメディアの
違いにも着目した． 
(2)下記の調査をそれぞれ実施した． 
【調査 1】自発的非正規行動(組織志向，個人志向)と組織コミットメントの関係 
若手社員を中心に，先に述べた組織志向の活動と個人志向の活動への意欲と成果に関わる変
数として組織コミットメントとの関係を明らかにするための調査を行った．組織コミットメン
トについては組織に対する愛着や同一化を示し組織への定着やパフォーマンスを説明する上で
特に重要である情緒的コミットメントを対象とした．22 歳から 39 歳までの若手社員 70 人を
対象にそれぞれの項目を尋ねる質問紙調査を行った． 
【調査 2】自発的非正規行動(個人志向)を構成する要因と組織コミットメントの関係 
研究 1 で行った質問紙調査では，個人志向の活動への意欲について質問紙の内的な整合性が
不十分であった．そこで研究 1を拡張し，個人志向の活動への意欲については複数の背景要因が
あると仮定し，因子分析を用いてそれらの要因の抽出を試みた．さらに抽出された各要因と組織



コミットメントとの関係を分析した．また，研究 1の考察から，自発的非正規行動に対する所属
組織の態度(否定的な態度を示す～肯定的な態度を示す)が成果に関わる変数に影響を与えてい
るとの仮説を立て，組織構成員のこの態度に対する認識と組織コミットメントとの関係の分析
を行った．具体的には 20 代，30 代の非管理職の若手正社員 466 名を対象にそれぞれの項目を尋
ねる質問紙調査を行った．  
【調査 3】経験抽出法を用いた自発的非正規行動(組織志向)とモチベーション，仕事のパフォ
ーマンスの関係 
この調査では組織志向の活動を対象とし，日常生活中のこれらの活動を量的把握するととも
に，促進要因としての組織構成員のコミュニケーションに関する要因との相関を分析した．また，
組織志向の活動の量とパフォーマンス(仕事の進捗)とモチベーションとの関係についても分析
した．目的の項で述べた経験抽出法を用いて，大学院生 12 名の 9日間の業務活動を調査した．
本来想定する調査対象は企業とその構成員であったが，コロナ禍による調整の遅れから，今回は
大学の研究室を対象とした小規模での実験の実施に留まった． 
【その他の調査・分析 (派生的調査)】 
上記の調査で得られた質問紙の回答データから以下の概念間の関係について派生的に分析を
行った． 
・職位，年代別の自発的非正規行動(組織志向，個人志向)への意欲の差異の分析 
・チーム内外の相手との人間関係の豊かさと，ワーク・エンゲージメント，パフォーマンスの
関係に関する分析 
 
４．研究成果 
それぞれの調査から下記の研究成果を得た． 
【調査 1】自発的非正規行動(組織志向，個人志向)と組織コミットメントの関係 
組織志向の活動への意欲と組織コミットメントの間に強い正の相関がみられた．このことか
ら，組織志向の活動への意欲が強いほど組織コミットメントも高い傾向があることが示唆され
た．個人志向の活動への意欲と組織コミットメントとの間に相関は見られなかった．従業員は企
業に対して否定的であるから，個人志向の活動を行うわけではなく，個人志向の活動は本業とは
独立したものとして認識されているのではないかと考えられる． なお，個人志向の活動意欲に
関する質問項目については回答のアルファ係数が若干低い結果となった． 
【調査2】自発的非正規行動(個人志向)を構成する要因と組織コミットメントの関係 
個人志向の活動への意欲について先行研究から13の具体的な行動を抽出し，それらの行動にどの
程度時間を費やしたいかを尋ねた．得られた結果に対して因子分析を行い個人志向の活動への意欲
を構成する3つの因子を抽出した．1つ目は，汎用的な情報収集と勉強を主としたものであり，「自
己研鑽」意欲の因子とした．2つ目は，自分の特技とスキルを活かして新しい仕事を創出したり，社
外に存在する仕事に従事したりすることであり，1 つ目の因子よりも社外の他者との交流を重視し
た「社外の仕事への従事」意欲の因子とした． 3つ目は，ボランティアなど社会貢献を目的とした
非金銭的な活動であり，「社会貢献」意欲の因子とした．組織コミットメントとの関係を分析したと
ころ「社会貢献」のみ弱い正の相関がみられ，他の因子は無相関であった．このことから，「自己研
鑽」「社外の仕事への従事」「社会貢献」とも，それぞれの意欲が高い従業員の採用を敬遠すること，
否定的な評価を与えることは，組織コミットメントを高める上では必ずしも有効ではないことが示
唆された．「社会貢献」因子が組織コミットメントと弱い相関を持つことに対する一つの解釈として，
仮説ではあるが，貢献を重んじる利他的な従業員個人の性格が組織コミットメントと関係があるの
ではないかと思われる．また，個人志向の活動に対する所属組織の態度に対する認識と組織コミッ
トメントとの関係については，許容度が高く，自由な行動が許されていると従業員が感じているほ
ど，組織コミットメントが高まることが示唆された． 
【調査 3】経験抽出法を用いた自発的非正規行動(組織志向)とモチベーション，仕事のパフォ
ーマンスの関係 
 経験抽出法を用い，合計で 463 件（1 人あたり平均 38.58 件）の 2 時間毎の回答データを得
た．そのうち，業務・勉強中と回答された 119 件（1人あたり平均 9.9 件）を分析対象とした．
自発的非正規行動とコミュニケーションをとった相手とのののべ人数の関係では，組織外の相
手ののべ人数とやや相関があることが明らかになった．仮説として，組織外部との交流が多い人
は，幅広い興味を持つことができ，それに関する試行錯誤を仕事の中で実践しようという気にな
るのではないかと考えられる．一方，自発的非正規行動とモチベーションには相関はみられなか
った．また，仕事の進捗に関しては予想に反して弱い負の相関がみられた．これは一定時間毎に
質問するという経験抽出法の特性から，短期的なパフォーマンスが回答されているからである
と考えられる．自発的行動の内容が目の前の仕事を直接的に進捗させる作業であれば，パフォー
マンスに正の影響を与えると思われるが，新しい手法を試してみる，研究の視野を広げてみる等，
探索的な内容を行っている場合，短期的には仕事の進捗には貢献しない可能性がある．今後，よ
り長期的なパフォーマンスを含めた評価を行う必要があるといえる． 
 



 【その他の調査・分析 (派生的調査)】で得られた研究成果についてはここでの説明は割愛す
る． 
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